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「大和当帰」の魅力

味わい 香り成分

生産から商品化までの流れ

味わいは香り同様、セリ科植

物によく似ており、セロリや

パクチーに似た風味がありま

す。大和当帰の葉の天ぷらや

お茶、また葉を細かくした粉

末を塩と混ぜた当帰塩として

の食べ方があります。

ビタミン K やミネラルなど様々

な栄養成分が豊富に含まれていま

す。特にビタミン E を豊富に含み、

血管や肌・細胞などの老化防止や

血行促進などの効果があります。

生薬になる根は、「当
とうきしゃくやくさん

帰芍薬散」

などの漢方に使用され、貧血病や

生理不順、婦人の更年期障害など

に薬効があるとされています。

セリ科の多年草であり、同じ

セリ科のセロリのような香り

が特徴的です。少量であって

も当帰特有の香りを感じられ、

サラダなどにアクセントを加

えたい場合などに良い働きを

します。

栽培栽培

収穫収穫

加工加工 乾燥乾燥

育苗育苗

商品化商品化

入浴剤のほか、お茶や調味料にも

消費者の方のもとへ！

宇陀市で生産された

大和当帰葉は、食品や

入浴剤に加工され、市

内外へ販売されます
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草
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薬草に関わる方々の声

　
大
和
当
帰
栽
培
を
始
め
た
き
っ

か
け
は
「
休
耕
地
・
耕
作
放
棄
地
」
の

活
用
の
た
め
で
す
。
元
々
専
業
農
家
で

は
な
か
っ
た
も
の
の
、
定
年
退
職
後
に

大
和
当
帰
栽
培
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
栽
培
当
初
は
、
生
育
不
良
に
よ
り
植

え
た
苗
が
全
滅
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

2
年
目
以
降
、
原
因
を
追
究
し
な
が
ら

少
し
ず
つ
栽
培
面
積
を
増
や
し
、
今
で

は
三
人
の
仲
間
と
と
も
に
、
大
和
当
帰

を
は
じ
め
数
品
目
の
薬
草
栽
培
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

　
名
実
と
も
に
「
薬
草
の
ま

ち
宇
陀
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」
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
薬
草
栽
培
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

宇
陀
の
歴
史
あ
る

薬
草
を
広
め
る
た
め
、

10
年
以
上
前
に
大
和

当
帰
栽
培
を
開
始
し

ま
し
た
。

　
最
初
は
順
調
に
い

か
な
か
っ
た
も
の
の
、
試
行
錯
誤
を
重

ね
、
今
で
は
数
千
本
の
大
和
当
帰
を
育

て
て
い
ま
す
。

　
大
和
当
帰
の
栽
培
は
難
し
く
、
天
候

不
順
や
病
虫
害
に
よ
る
苦
労
が
多
い
も

の
の
、
大
き
な
葉
が
多
く
採
れ
、
立
派

な
根
が
収
穫
で
き
た
時
は
喜
び
も
ひ
と

し
お
で
す
。

　
宇
陀
市
の
薬
草
協
議
会
の
立
ち

上
げ
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
長
ら
く
大
和

当
帰
を
栽
培
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
、

「
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
た
い
」

と
い
う
思
い
か
ら
薬
草
、
健
康
野
菜
の

栽
培
、
加
工
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
販
路
開
拓
に
は
苦
労
が
絶
え
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
大
き
な
目
標
を
打
ち
立
て
、

目
標
達
成
に
向
け
、
多
く
の
改
善
に
着

手
し
ま
し
た
。
今
で
は
お
客
さ
ん
か
ら

需
要
が
高
ま
り
、
当
帰
と
い
う
存
在
が

認
知
さ
れ
て
き
た
と
感
じ
、
諦
め
ず
継

続
し
て
き
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

生産に関わる萬
ば ん せ

世　晴
はるやす

康さん

生産に関わる山
やまもと

本　喜
よしつぐ

次さん

加工に関わる山
やまぐち

口　武
たけし

さん

自
分
が
手
を
か

け
、
育
て
た
分
の
成

果
が
し
っ
か
り
と

返
っ
て
く
る
こ
と
に

栽
培
の
魅
力
を
感
じ
ま
す
。
栽
培
を
始

め
た
当
初
は
薬
草
に
つ
い
て
知
ら
な
い

こ
と
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
薬
草
の

良
さ
を
知
り
、
自
然
に
あ
る
も
の
が
薬

に
な
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
、
自
身

の
健
康
や
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
地
域
の
風

習
な
ど
に
も
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
現
在
は
、
薬
草
の
良
さ
を
多
く
の
方

に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
な
ど
の
ツ
ア
ー
も
行
っ
て
い

ま
す
。

生産に関わる久
く ぼ た

保田　勝
まさのり

典さん

11 月 9日 ( 日 ) 午前 10時～午後 4時

午前 10 時 45 分～ 11 時 45 分

「奈良県漢方のメッカプロジェクトをふりかえる
～大和当帰はすばらしい～」

講師：三谷 和男氏

講演 (文化会館)

午後 1時 30 分～ 2時 30 分

「宇陀・松山の繁栄と未来
～豊臣秀吉・秀長の考えた松山城とその魅力～」

講師：雑賀 耕三郎氏

第1部

第 2部

ガイドツアー (宇陀松山エリア)

参加費：1,000 円

・薬猟ゆかりの地万葉ツアー

　　　10 人　　　 午後 1時～ 3時 30 分

・宇陀松山と薬草ツアー

　　　30 人 　　　午後1時30分～3時45分

・葛根堀り体験ツアー

　　　10 人 　　　午後 1時～ 4時

・宇陀松山城ツアー

　　　20 人 　　　午前10時～午後0時20分

・宇陀松山特産品ツアー

　　　10 人　　　 午後 1時～ 3時 55 分

展示・ブース (文化会館 )

薬草に関連した商品の販売、試飲、

スタンプラリー抽選会、オーガニック野菜の販売、

観光関連ＰＲ、ふるさと納税返礼品の紹介　等

飛騨市（岐阜県）薬草関連商品の販売

真庭市（岡山県）展示

島原市（長崎県）展示

その他、スタンプラリーや、甲冑体

験コーナー、また宇陀松山エリアに

てマルシェや座談会、キッチンカー

等も開催しています。

薬草フェスティバル in うだ

【開催場所】文化会館 ( 大宇陀拾生 871) ＆宇陀松山エリア

薬草木でシルクストールを染める

ホソバタイセイ（板
ばんらんこん

藍根）と

　　　　　　　　キハダ（黄
おうばく

檗）の効能

　　　 15 人　　　　 3,000 円

　　　 天野 知津代氏

宇陀のハーブでぽかぽか

心と体をときほぐすハーブボール体験

　　　 12 人　 　　　1,000 円

　　　 太田 舞子氏

いつもの食卓に取り入れてみませんか！

～ハーブでお塩つくり　ゆず・大和当帰～

 　　　40 人　　　　 2,000 円

　　　 山口 武氏

～脳を休め、髪を養う～

薬草ヘアスプレーつくり

 　　　40 人　　　　 2,000 円

 　　　西田 奈々氏

一期一会の大和七味体験

～五感で楽しむ奈良の薬草と吉野杉～

　　　 30 人　 　　　1,500 円

　　　 竹内 智子氏

※�その他詳細・お申し込みは各 QR コードへ

正午～ 4時

定員

講師

参加費

定員

講師

参加費

定員

講師

参加費

定員

講師

参加費

定員

講師

参加費

定員 時間

定員 時間

定員 時間

定員 時間

定員 時間

ワークショップ(文化会館2階)

※�ツアー内容は予告なく変更する

場合があります

　お申し込みは QR コードから▶

集合：文化会館

招待市町村
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